
令和５年度 年間授業計画        東京都立小平西高等学校 

教 科 ・ 科 目 芸術科・美術Ⅰ ２単位 

対  象  生  徒 ３学年 １～７組 （ 必修・必修選択・自由選択 ） 

教科書・副教材 高校生の美術１（日本文教出版） 

教 科 担 当 者 河合 茂晴 

指 導 目 標 

美術の幅広い創作活動を通して美的体験を豊かにし、美術を愛好する心情を育てるととも

に感性を高め創造的な表現と鑑賞能力を伸ばす。 

指 

 

導 

 

計 

 

画 

学期 時 数 指 導 内 容 具体的な指導目標 

１ 

学 

期 

前 

半 

 

１２ 

 時間 

（素描）空き缶 

 

（絵画）風景画 

鉛筆や絵具の使用方法と、構図、

形の描写、明暗、透視図法など描

画における基礎を身に付けさせ

る。 

後 

半 

 

１２ 

 時間 

（デザイン）シンボルマーク 

 

家紋の鑑賞と単色でのデザイン考

案を通して、特に構成の基礎と、

アクリルガッシュの取り扱いの基

礎を身に付けさせる。 

２ 

学 

期 

前 

半 

 

１４ 

 時間 

（絵画）「私と○○」 人物とモチーフの描写を通して、

発想力と人物画の基本を身に付け

させる。 

後 

半 

 

１４ 

 時間 

（デザイン）箸置き 身近な工芸品である箸置きを制作

し、用と美についてを理解させる。 

３ 

学 

期 

 

１８ 

 時間 

（鑑賞）日本と世界の美術 日本や世界の美術作品をビデオで

鑑賞し、美術に対する理解と感性

を高める。 

評価の観点・方法 

・作品及び授業への出席状況、取り組み姿勢を総合的に評価する。 

・作品の評価については、課題毎に評価の観点を提示し、各自に自己評価をさせた上で教員が

評価する。 



 


